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Q.これは確認なのですが、rが最小⇔『a-cosθが最大』というのは、(1)より 2r(a-

cosθ)=1-a²から、2r=1-a²／a-cosθとなり、分母である a-cosθが大きくなればな

るほど、rの値が小さくなっていくから、という理解で間違っていませんでしょ

うか。 

 

A.全くその通りです。いま aは定数ですから、分子全体は定数になります。それ

なら分数の形になっている r の最小値を考えるよりも、変数 θ を含む分母の最

大値を考える方が楽なので、解答のように a-cosθの最大値を考えているのです。 


